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概要 
組織標本作製室は、1977 年（昭和 52 年）に筑波

大学医学系の研究用組織標本作製のために、共同利
用施設として設けられた。 
組織標本とは、人体・実験動物などを形態学的に

観察、特に顕微鏡による微細構造の観察をするため
に必要とされているものである。 
今回は、組織標本の作製方法と組織標本作製室に

ついて紹介する。 
 
キーワード：組織標本作製、パラフィン切片、HE

染色 

１．はじめに 
組織の形態学的観察、とりわけ顕微鏡による微細

構造の観察が、医学の研究に果たした役割は大きい。
病変部位の特定とその異常構造の正確な把握は、医
学研究において、広い分野で要求される重要事項で
ある。微細構造の異常より病気の概念や発病のメカ
ニズムを知ることができる。 
組織標本作製室では、顕微鏡用標本を作製し、教

官、学生への研究・教育支援を行っている。 

２．組織標本作製の手順 
臓器、組織を薄く切り、スライドグラスに貼り付

けたものを組織標本という。組織標本は、切出し→
固定→脱水・脱脂→パラフィン包埋→薄切→染色と
いう工程で作られている。 

2.1 切出し 
組織標本作製室へ標本作製を依頼する教官、学生

は、臓器を適度な大きさに切り出し、目的に応じた

固定液に浸漬した状態で持参する。 
組織片は標本ビンや 15 ml チューブ、50 ml 

チューブに入れられて持ち込まれることが多く、当

方で検体ごとにナイロンメッシュ袋や、金属製のか

ごと呼ばれる容器に移し替え、固定を継続して進め

る。 

2.2 固定 
固定時間は、組織の種類、大きさ、固定液の種類

にもよるが、10％中性緩衝ホルマリンの場合は 48
時間、4 ％パラホルムアルデヒド・PBS の場合は 12
～24 時間を目安にしている。 
固定中、組織片が大きい場合、不要なところがあ

れば切除し固定が円滑に進むようにする。 

2.3 脱水・脱脂、包埋 
固定完了後、組織片を水道水で洗浄し、70 % エ

タノールに浸ける。70 % エタノールには少なくと
も 8 時間～一晩は浸漬してから、次の高濃度のエタ
ノールに移す。ここで組織片はエタノールにより、
脱水、脱脂される。 
次に、一般に自動脱水包埋装置と呼ばれる機械で

エタノールからパラフィンまで置換される。当方で
はエタノール 7 槽、クロロホルム（中間剤）3 槽、
パラフィン（64 ℃）4 槽の順で運転している。これ
で組織片にパラフィンが十分に浸透する。 
パラフィンに浸かった組織片を、観察したい面を

下側にして包埋皿 (トレー) に入れる。冷やし固め
てから適当な大きさに切り、台木にしっかり固定す
る。もしくは包埋用装置により樹脂製のカセットで
包埋する（図 1）。 

2.4 薄切 
ミクロトームを用いてパラフィンブロックを切削

し、染色、未染色に適した厚さの切片を作製するこ
とを薄切という（図 2－1）。 
薄切したパラフィン切片はいったん水に浮かべた

後、スライドグラスに乗せ、55~60 ℃の伸展板上で
伸張させる。この時、剥離防止のために特殊なコー
ティングが施されたスライドグラスを使用する（図 
2－2）。 
その後、染色過程での剥離防止のため、45 ℃

の乾燥機に一晩入れ、次の染色へと進む。 
 

 

図  1 完成したパラフィンブ
ロック、カセット 
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2.5 染色 
染色を行う前に、スライドグラス上の切片のパラ

フィンを取り除く。（脱パラフィン操作） 
 
キシレン＜パラフィンを除去。＞ 

↓ 
エタノール＜キシレンを除去。＞ 

↓ 
（水 ＜エタノールを除去。＞） 

 
 
上記作業の後、染色を行う。 
例）HE 染色、PAS 染色など。 

染色終了後、エタノール・キシレンを通して脱水・
透徹し、封入剤を用いてカバーグラスを被せ、標本
が完成する（図 10、図 11）。 
 
 
 
組織サンプルの準備、切出しから、固定液に入れ

るところまでは依頼者本人が必ず行うが、それ以降
はどの時点で組織標本作製室へ持ち込んでも構わな
い。当方では 10 ％中性緩衝ホルマリンを常備して
おり、固定が完了していない組織片を継続して固定
することができる。他の固定液や固定時間の細かな
指定には対応できないことがある。 
完成した標本はパラフィンブロックと共に依頼者

に渡される。 
詳しくは筑波大学医学部内のみで閲覧可能なホー

ムページに掲載し、案内している。 
http://www.md.tsukuba.ac.jp/local/light-microscope/ 

３．組織標本作製室の設備について 
医学学系棟 6 階 (662 号) にある組織標本作製

室について紹介する。 

3.1 「受付・切出し・包埋」スペース 
受付入り口で検体と所定の申込用紙を受け付ける。

以前は申込用紙と台帳で申込み内容を管理していた
が、平成 23（2011）年度よりパソコンでも管理する
ようにし、過去の申込内容の問い合わせに対応しや
すくした。 
切出し時の組織の整形、袋詰め作業は、ホルマリ

ンの蒸気を吸わないよう、上から下へのプッシュプ
ル方式のラミナーテーブル（HD-01 KOKEN）上で
行っている（図 5）。 

 

図 5 ラミナーテーブル 

図 2－1 伸展器とパラフィンブロック薄切用ミ
クロトーム 

図 2 薄切風景

図 2－2 薄切したパラフィン切片
は水面に浮かべられる。 

図 4 組織標本作製室 (662 室) の簡易見取り図 

出入口 出入口 廊下 

受付 
 
切出し・包埋 

薄切 薄切・染色 

図 3 組織標本作製室 入り口 

現在、包埋用に密閉式の自動脱水包埋装置を 3 台
設置している。組織片をセットすると、エタノール
からパラフィンへ順次設定した時間で溶液交換を行
う。加圧・減圧の機能付きで、組織への液の浸透が
より確実に行われる。安定した結果を出せるよう、
溶液は一定回数使用した後廃棄し、落第1を行い、新
規に補充している。 
この受付・切出し・包埋スペースでは換気扇を常

時運転して換気に気を付けている (図 4)。 

3.2 「薄切」スペース 
ミクロトーム（大和光機） 2 台。 
リトラトーム（大和光機） 1 台。 
以上、3 台のミクロトームを使用し、全て手作業

による薄切を行っている（図 6）。 
当方では、切片の厚さは、1 μm から数十 μm に

対応しており、パラフィンブロックの大きさは、通
常の 26 × 76 mm のスライドグラスに収まるものか
ら、65 × 100 mm の大型ブロックまで薄切可能であ
る。 
切片を貼りつけたスライドグラスを乾燥させるた

めの 45 ℃の乾燥機が 1 台設置されている。 

3.3 「染色・封入」スペース 
染色• 封入スペースには以下のものを設置してい

る（図 7～図 9）。 
・脱パラフィン系列 
（キシレン 4 槽、エタノール 5 槽） 
・脱水透徹系列 
（エタノール 4 槽、キシレン 3 槽） 
・一般的な染色の系列 
（HE 染色、PAS 染色、MT 染色など） 
・封入用キシレン槽と封入剤。 
 
環境安全衛生の面より、キシレンはドラフト（日

本エアーテック SS-MAC フィルターユニット）の
内に設置してある。 
また天井には光触媒環境浄化装置（CET-20i 盛和

工業）を 5 台設置し、なるべくキシレンからの暴露
を減らす努力をしている。 

 

                                                           
1 落第とは、第 1 槽液を廃棄し、第 2 槽から最終槽液を

順次前の槽に移し、最終槽には新しい液を補充すること。 

図 6 滑走式ミクロトーム 

図 7 脱パラフィン系列 

図 8 染色系列 

図 9 封入作業場 

図 10 台付けされたパラフィン 
    ブロックと組織標本 
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４．利用状況について 
設立当初は、医学系の組織標本を大量に必要とし

ている部門のみが対象であったが、教官、学生の要
望により、すぐに医学系全体から組織標本作製を請
け負う共同利用施設となった。 
さらに、平成 8 年からは応用生物化学系、その後

も体育学系、生物学系など、医学系外からの依頼組
織標本も作製している。 
昭和 52 年から平成 23 年までの 33 年間で、合

計 1,137,709 枚の組織標本を作製している（図 12）。 
作製枚数が増加したのは、利用者数が増えたこと

に加え、分子生物学、再生医学など、新しい分野の
研究に組織標本が利用される様になったことが一因
であると考えられる。 

５．まとめに 
旧来、国立大学では、研究室ごとに組織標本作製

のための技術者や設備などに多額の費用をかけてき
た。筑波大学では組織標本作製室があるため、個々
の設備をそろえる必要がなく、簡単に美しい組織標
本を手にすることができるようになった。また、専
属の技術職員を配置しているため、標本の質は安定
しており、コスト面では消耗品の原価とほぼ変わら
ない料金で標本を提供している（表 1）。 

 

 
 
このように、組織標本作製室は教官、学生の研究・

教育へ支援を行っている。今後も大学全体の研究・
教育支援の一端を担っているという意識を常に持ち、
日常業務の遂行に努めていきたい。 
 

参考文献 
[1] 日本病理学会編 病理技術マニュアル 3 病理組織

標本作製技術 上巻 切出しから薄切まで 医歯薬
出版      

[2] 日本病理学会編 病理技術マニュアル 3 病理組織
標本作製技術 下巻 染色法 医歯薬出版 

[3] 茂木高夫、深谷貴子、福中康子：マスターしよう検
査技術 大切片作製法 検査と技術 第 21 巻第 2 
号別刷 医学書院

 
 
 

スライドグラスの 
大きさ 

染色 
標本 

未染色 
標本 

ブロック 

規格 (26 mm×76 mm) 
※フロスト部分 16 mm を含む。 

300 円 40 円 100 円 

中 (40 mm×76 mm) 
  (52 mm×76 mm) 

600 円 140 円 200 円 

大 (100 mm×76 mm) 700 円 240 円 300 円 

図 12 標本総枚数 (染色＋未染色)

表 1 

図 11 仕上がった組織標本 
    (HE 染色) 

業務改善「連携型業務遂行態勢」の取り組み 

─担当業務別マニュアル書作成の試み─  
坂本 順子、枝川 弥生、佐藤 晶子 

 筑波大学医学系技術室 
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概要 
医学系技術室では、平成 22 年度より、業務改善

の一つの取り組みとして、大学行事の当日に技術職
員が担当する全業務についてマニュアル書の作成を
開始した。 
このマニュアル書の作成により、各業務が明瞭化

され、また、情報の共有化は、各担当間の業務連携
や業務協力に繋がった。 
さらに、マニュアル書の更新は、情報の蓄積をも

たらし業務の向上や充実化の一因になった。 
 
キーワード：マニュアル書、業務改善、連携型業

務遂行態勢 

１．はじめに 

筑波大学では、大学行事として、毎年、白菊会総
会および篤志解剖体慰霊式が行われている。 
医学系技術室は、医学医療エリア支援室と共にそ

の対応をおこなっているが、技術職員には当日の役
割分担はあるが、時間配分のみで詳細な指示書的な
ものはなかった。近年では、経験者からの口頭での
説明で対応していた。 
今回、業務改善の一つ[1]として、その役割分担の

業務内容を整理してマニュアルを作成し、担当業務
の連携に繋げる取り組みを試みたので報告する。 

２．白菊会、篤志解剖体慰霊式について 
白菊会とは、自分の死後、遺体を医学・歯学の教

育と研究の為に役立てたいとする篤志家団体であり、
筑波大学に組織をおく[2]。この献体を志す白菊会会
員の存在は、医学教育の解剖学実習が行われるため
には重要な支援組織である。 

 
また、解剖には医学生の解剖学実習で行われる正

常解剖と病気で亡くなった方の病因究明のために行
われる病理解剖、および犯罪が疑われるような不審
死をされた方の法医解剖とがある。篤志解剖体慰霊
式は、過去 1 年間に筑波大学でこれらの解剖をされ
た御霊に対しておこなわれるものである。 

 
筑波大学では、毎年、大学会館において午前中に

白菊会総会および懇談会が、午後に篤志解剖体慰霊
式が開催されている。通常、白菊会総会終了後、白
菊会会員は記念の集合写真撮影を済ませ、解剖学関
係者を交えて昼食を共にしながら懇談する。その後、
慰霊塔へバスで移動し参拝したあと再び大学会館へ
戻り、ご遺族と共に慰霊式に参列し献花するという
日程が組まれている。 
白菊会会員のほとんどが、ご高齢で、大学会館内

での会場間および慰霊塔への移動は大変な負担を伴
う。医学系技術室職員は、会員の移動の補助をしな
がら、図 1 の通り、受付・案内・誘導等、当日の対
応をおこなっている。 
また、慰霊式に参列するご遺族や一般来賓、大学

職員、学生等の対応もおこなっている。主な業務の
経時的な対応は、表 1 の通りである。 

３．平成 22 年度担当業務別マニュアル書

作成の取り組み 

3.1 マニュアル書作成への実施計画 

1. 白菊会総会および篤志解剖体慰霊式に係る担当 
業務別マニュアル書の作成について技術室長に
企画案を提案し、医学系技術室代表者連絡会（以
下、連絡会）の検討議題とする。 

2. 連絡会でマニュアル書作成の取り組みについて
討議し、了承を得る。 

3. マニュアルのテンプレートを作成する。 
4. 技術職員にマニュアル作成について目的を説明

し、平成 22 年度の担当者 28 名の協力を得る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1．技術職員の役割担当 
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